
11月18日、礼文島東岸で外国船の乗揚げ海
難が発生しました。巡視船れぶんは緊急出動
により現場へ向かい、直ちに搭載艇を降下し
て職員を座礁船へ移乗させ乗組員や船体の状
況調査を行いました。その結果、乗組員に負
傷者はなく浸水や流出油もないことを確認し
ました。また、座礁船は陸岸から約30ｍ、水
深1～4ｍの場所に完全に乗揚げていましたが、
周囲の水深や、乗揚げている状態から曳き降
ろしが可能と判断されたため、礼文島船泊救難所の所属船と連携して作業が行われ、
無事曳き降ろしに成功しました。その後、巡視船れぶんは外国船が自力航行できる
ことを確認し稚内港まで伴走警戒を行ないました。
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海をきれいに～環境紙芝居

　11月20日、稚内海上保安部では、稚内港外国船舶安
全対策連絡協議会（官民26機関加盟、事務局　稚内保安
部警救課）と合同で、稚内港に入港中のロシア船等外国
船舶を訪問し、海難や犯罪防止等のパンフレットを配布し
たほか、電光掲示板を使用しロシア語による事故防止の
呼びかけを行ない、海難防止等の啓発活動を実施しまし
た。
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曳き出し作業を行なう巡視船れぶん

外国船に対する海難防止

　11月6日、巡視船れぶんの職員5名が稚内市内の幼
稚園を訪問し、園児を対象に環境紙芝居「うみがめマリ
ンの大冒険」を行いました。これは、子供達に海洋環境
を守ることの大切さを知ってもらうことを目的として年に
2回実施しています。物語は、海に捨てられたごみを誤
って飲み込んでしまった主人公のうみがめマリンを通し
て、海を汚してはいけないことを訴える内容で、子供達
は終始真剣に耳を傾けていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管内では、今年に入ってから外国船舶による乗揚げ海
難が2件発生していることから、同種海難の防止について、強く指導、申し入れを行いまし
た。　また、11月18日発生の乗揚げ海難については、訪船した船舶のほとんどの乗組員が
知っており、職員の指導に対して皆真剣に聞き入っていました。

　（船泊救難所提供）


